
国
寺
の
杜
に
「
従
一
位
大
勲
位
侯
爵
大
隈
重
信
墓
」
と
し
て
、
ま
た
、

佐
賀
市
赤
松
町
の
竜
泰
寺
に
眠
っ
て
い
る
。

大
隈
の
も
た
ら
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
日
的
観
点
か
ら
も

意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
平
成
十
年
二
月
例
会
）

筆
者
は
主
に
二
つ
の
理
由
か
ら
眼
科
医
療
器
械
史
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

一
つ
は
、
鍼
を
立
て
る
（
白
内
障
墜
下
術
）
術
者
の
持
つ
大
き
な
金
鍼

（
メ
ス
）
と
女
性
助
手
の
持
つ
大
き
な
塗
り
碗
（
膿
盆
）
が
描
か
れ
た
、

眼
科
手
術
を
描
い
た
写
実
的
な
最
も
古
い
描
写
画
「
病
草
紙
」
の
「
目

の
少
し
見
え
ぬ
男
」
に
触
れ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
第
Ⅲ
回
Ｈ
本
眼
科
学
会
で
一
般
公
開
さ
れ
た
「
百
周

年
記
念
歴
史
器
械
展
示
」
の
展
示
委
員
と
し
て
、
資
料
保
存
と
眼
科
機

器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
求
め
て
所
蔵
調
査
に
協
力
し
、
さ
ら
に
記
念
事
業

と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
日
本
眼
科
学
会
百
周
年
記
念
誌
」
の
編
集
委
員

を
兼
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。

所
蔵
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら
を
保
管
し
て
い
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ

る
大
学
な
ど
で
は
、
医
療
器
械
類
の
新
旧
入
れ
替
え
に
際
し
て
廃
棄
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
現
時
点
で
古
い
器
械
類
を
保
存
し
て
い
く
体

眼
科
医
療
器
械
史
の
○
口
力
○
室
化

奥
沢
康

正

制
は
整
っ
て
い
な
い
。

諸
外
国
の
眼
科
医
療
器
械
保
存
の
現
状
で
は
ド
イ
ツ
の
冒
唱
両
国
号

に
あ
る
⑦
①
吋
日
四
．
冨
吊
２
ョ
○
寓
扁
国
扇
ざ
ご
旦
冨
①
ａ
９
月
で
は
、

個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
発
し
て
、
現
在
は
財
団
法
人
と
し
て
保
存

管
理
さ
れ
、
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た
多
く
の
眼
科
器
械
は
そ
れ
ぞ
れ
完

壁
に
整
備
さ
れ
、
今
で
も
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。

筆
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
個
人
の
私
的
な
所
蔵
品
で
あ
り
、
膨
大
な

量
に
対
し
後
日
の
学
究
対
象
と
し
て
効
率
的
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
ま
た
個
人
の
物
理
的
、
経
済
的
限
界
か
ら
最
良
の
保

存
、
公
開
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
一
方
に
あ
る
。
保
守
管

理
の
点
か
ら
も
、
個
人
が
永
続
し
て
保
存
す
る
に
は
限
度
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
本
来
は

公
的
機
関
に
準
じ
た
博
物
館
設
立
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
べ
き
か
と

は
思
う
が
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
実
現
へ
の
道
程
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ

う
に
思
妄
っ
。

そ
こ
で
、
①
眼
科
器
械
保
存
の
現
状
、
②
眼
科
器
械
発
達
史
の
文
献

検
索
法
、
③
眼
科
器
械
保
存
の
難
し
さ
、
側
個
人
レ
ベ
ル
で
の
保
存
法

の
各
項
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
⑤
○
口
‐
罰
○
冨
化
と
し
て
、
器
械
の
一

つ
一
つ
が
三
次
元
的
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
器
械
の
使
用
法
な
ど
を

含
め
多
く
の
項
目
に
よ
っ
て
検
索
が
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ァ

ム
と
し
て
の
○
口
‐
詞
○
旨
作
成
を
考
え
、
こ
の
経
緯
を
述
べ
た
。
筆
者
の

蒐
集
し
た
史
料
に
掲
載
さ
れ
た
全
て
の
器
械
写
真
を
基
に
し
て
、
こ
れ

を
分
類
整
理
し
、
さ
ら
に
一
つ
一
つ
の
器
械
史
料
を
添
え
て
カ
タ
ロ
グ
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そ
し
て
、
こ
の
医
療
の
進
歩
を
支
え
た
器
械
の
歴
史
に
は
第
一
次
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
国
内
軍
需
光
学
機
器
の
発
展
と
い
う
戦
争
の

化
す
る
と
共
に
、
大
学
や
個
人
及
び
筆
者
自
身
が
蒐
集
保
存
し
て
き
た

器
械
を
新
た
に
撮
影
し
て
前
述
史
料
に
貼
付
し
て
○
口
詞
○
旨
化
し

た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
と
し
て
の
Ｃ
ご
‐
元
○
巨
化
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
こ
と
は
如
何
に
鮮
明
な
器
械
写
真
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
と
豊
富
な

解
説
資
料
（
ス
ク
リ
プ
ト
）
を
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
点
と
、
こ
れ
ら
を

取
捨
選
択
し
、
如
何
に
見
せ
る
か
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
る
。
撮
影
し
た

フ
イ
ル
ム
は
約
三
千
枚
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
各
写
真
の
史
料
は
資
料
目

録
に
記
録
さ
れ
た
全
て
の
項
目
か
ら
呼
び
出
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

し
入
力
し
た
。
カ
ー
ド
化
し
た
資
料
採
集
の
目
的
と
コ
メ
ン
ト
の
記
入

欄
に
は
器
械
の
用
途
目
的
、
構
造
と
作
動
原
理
、
長
所
と
欠
点
、
耐
久

性
、
形
状
、
大
き
さ
、
重
量
の
他
、
発
売
時
の
宣
伝
文
句
、
場
合
に
よ

っ
て
は
発
案
、
改
造
に
ま
つ
わ
る
経
過
や
苦
労
話
、
私
蔵
の
器
械
の
場

合
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
が
何
処
ま
で
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
を
採
録
し

た
。
眼
科
医
療
器
械
史
を
○
口
‐
両
○
宮
化
す
る
中
で
、
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、
明
治
初
期
の
暗
室
灯
や
検
眼
鏡
は
、
原
始
的
な
ロ
ー
ソ
ク
や
石
油

ラ
ン
プ
の
光
源
の
利
用
か
ら
、
よ
り
強
力
な
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
灯
、
炭

素
ア
ー
ク
灯
、
白
熱
灯
、
さ
ら
に
ク
セ
ノ
ン
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
な
ど
の

光
源
を
利
用
し
、
精
密
光
学
器
械
へ
発
展
し
て
い
く
検
眼
鏡
と
そ
の
後

の
細
隙
灯
顕
微
鏡
の
二
大
発
明
に
よ
っ
て
今
日
に
至
る
眼
科
学
の
進
歩

の
歴
史
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

影
や
、
ま
た
高
度
成
長
が
医
療
経
済
に
連
動
し
た
よ
う
に
経
済
の
影
響
、

さ
ら
に
は
昭
和
五
十
年
代
を
境
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
促
進
さ
れ
る
と

い
う
科
学
技
術
の
影
響
な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
社
会
の
様
々
な
影
響

を
受
け
て
大
き
く
変
革
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
吹
き
抜
け
た
日
本
の
工

業
化
と
い
う
一
陣
の
風
が
、
洗
眼
治
療
主
義
売
巴
ｇ
『
の
、
冒
邑
か
ら

検
査
主
導
型
（
乏
言
の
亀
①
の
言
言
）
へ
と
一
度
期
に
開
花
さ
せ
た
こ
と

に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

筆
者
は
幸
い
に
も
多
く
の
医
療
器
械
が
そ
の
性
能
を
一
新
さ
せ
、
旧

型
機
器
が
何
ら
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
廃
棄
処
分
と
な
る
新
旧
交
代
の

激
動
変
化
す
る
時
期
に
、
京
都
と
い
う
、
古
い
器
械
が
比
較
的
多
く
残

さ
れ
て
い
た
土
地
に
在
住
し
、
多
く
の
大
学
や
医
療
機
関
か
ら
貴
重
な

資
料
機
器
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
知
己
を
得
て
、
医
療
器
械
史
に
関

心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
そ
の
他
の
多
く
の
大
学
、
開
業

医
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

○
口
‐
詞
○
三
を
作
成
す
る
過
程
で
、
医
療
器
械
の
発
展
に
は
医
師
だ

け
で
な
く
多
く
の
科
学
者
の
才
能
と
英
知
が
関
与
し
、
そ
れ
に
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
の
企
業
意
識
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
平
成
十
年
三
月
例
会
）
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